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にししんクラブ・にししんJ-CLUB

経営改善支援等の取組み実績【令和３年４月～令和４年３月】

「経営者保証に関するガイドライン」への取組み
　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分
に踏まえ、お客さまからお借入れや保証債務整理の相談を受けた際に真
摯に対応するための態勢を整備しています。また、経営者保証の必要性
については、お客さまとの丁寧な対話により、法人と経営者の関係性や
財務等の状況を把握し、同ガイドラインの記載内容を踏まえて十分に検
討するなど、適切な対応に努めています。

　にししんクラブ・にししんJ-CLUBは、地域を支える経営者・次世代経営者を会員として、会員の皆さまと当金
庫が一緒に運営する経営者の会です。会員相互の交流を通じて、啓発と親睦を図り、知見を高めて企業の発展に
貢献することを目的として、各種勉強会・講演会を開催しております。

・目利き能力向上に向けた人材育成
・創業、新事業支援、経営改善支援、事業再生、
事業承継等に向けた取組み
・外部専門家、外部機関等との連携

❶顧客企業の経営改善等に資する
　コンサルティング機能の発揮

・一般社団法人「にししん地域振興財団」を通じた取組み
・地域自治体等との連携

❷地域の創生・活性化支援への取組強化

・景気動向調査「にししん景況レポート」の発行
❸地域や利用者に対する積極的な情報発信

　令和 3 年度においても、「顧客企業の経営改善等に資するコンサルティング機能の発揮」に一層注力するととも
に、「地域の創生・活性化支援への取組強化」「地域や利用者に対する積極的な情報発信」の推進を通じて、引き
続き地域密着型金融の実践に積極的に取組みました。

中小企業の経営の改善及び
地域の活性化のための取組み
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新規に無保証で融資した件数
令和３年度

320件

7.83%

48件
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新規融資に占める経営者保証に
依存しない融資の割合
保証契約を解除した件数
経営者保証に関するガイドラインに
基づく保証債務整理の成立件数
（当金庫をメイン金融機関として実施したものに限る）

事業承継
個別相談会の風景

金融仲介機能のベンチマークについて
　「金融仲介機能のベンチマーク」は、金融機関における金融仲介機能の発揮状況を客観的に評価するための指標
です。
　当金庫では、地域の中小企業や小規模事業者の皆さまの事業のライフサイクルに応じた積極的な支援を行うな
ど、金融仲介機能の発揮に積極的に取り組むなか、地域の活性化に向けた取組みを強化していくため「金融仲介機能
のベンチマーク」を活用し、当金庫の取組状況を点検・評価することで、金融仲介機能の質の向上に努めています。

地域密着型金融に関する取組み
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■当金庫がメインバンク（融資残高１位）として取引を行っている企業のうち、経営指標（売上・営業利益率・労働生産性等）
　の改善や就業者数の増加が見られた先数及び同先に対する融資額の推移　　

経営指標等が改善した先数 910先

メ イ ン 先 の 融 資 残 高 930億円

メ イ ン 先 数 1,767先

638億円

504億円

528億円＊融資残高１位が判明している先を単体ベースで集計しています。

経営指標等が改善した先（910先）に係る３年間の事業年度末の融資残高の推移
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27先

10先

■当金庫が関与した創業、第二創業の件数

＊売上高を基準に、経営改善計画に対して実績の進捗状況を次のように区分
　しております。進捗状況区分：好調（120%超）、順調（80%～ 120%）、
　不調（80%未満）
＊経営改善計画を未策定の先は不調先に含めています。

■創業支援先数（支援内容別）

■当金庫が貸付条件の変更を行っている
　中小企業の経営改善計画の進捗状況

ライフステージ別の与信先数
上記先の事業年度末の融資残高

3,910先 254先 253先 1,778先 235先 280先

1,540億円 55億円 130億円 889億円 138億円 145億円

＊創業期（創業から５年まで）、成長期（売上高平均で直近２期が過去５期の120%超）、安定期（同120%~80%）、低迷期（同80%未満）、再生期（貸付条
　件の変更または延滞がある先）
＊直近５期間の財務データが入手できない先は含めていないため、合計は一致しません。

■ライフステージ別の与信先数及び融資額

全与信先 創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期

1,330先 836億円

34.02% 54.27%
＊貸付条件の変更先は含めておりません。

事業性評価に基づく融資を行っている与信先数及び融資残高

上記計数の全与信先数及び全与信先の融資残高に占める割合

■当金庫が事業性評価に基づく融資を行っている与信先数及び融資額、及び全与信先数及び融資額に占める割合
先数 融資残高

■ソリューション提案先数及び融資額、及び全取引先数及び融資額に占める割合

全取引先① ソリューション提案先② 割合（②／①）

ソリューション提案先数、及び同先の全取引先数に占める割合
上記先の融資残高、及び同先融資残高の全取引先の融資残高に占める割合

3,910先 217先 5.5%

1,540億円 163億円 10.6%
＊ソリューション提案は、本業支援、経営計画策定支援、創業支援、販路開拓支援、 Ｍ＆Ａ支援、事業承継支援などの提案を行っている先。
＊上記提案を実施している先でも、与信取引がない先及び貸付条件の変更先は含めておりません。
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